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 〈
開
催
概
要
〉

▼
開
催
日
：
令
和
元
年
12
月
２
日
（
月
）

〜
７
日
（
土
）
11
：
00
〜
18
：
30
（
最

終
日
は
15
：
00
）。
※
搬
入
は
12
月
１
日

（
日
）
10
：
00
か
ら
。

▼
会
場
：
文
房
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
左
記
）

▼
出
展
料
：
一
人
２
千
円
（
２
点
ま

で
）。
３
点
以
上
は
１
点
に
付
き
、
プ
ラ

ス
１
千
円
。
グ
ル
ー
プ
展
出
展
料
も
こ

れ
に
準
じ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
は
１
時
間

２
千
円
（
準
備
、
撤
収
時
間
含
）。

▼
懇
親
会
：
搬
入
日
の
12
月
１
日
（
日
）

17
：
00
か
ら
会
場
で
懇
親
会
を
行
い
ま

す
。
会
費
は
３
０
０
０
円
（
予
定
）。

▼
申
込
締
切
：
11
月
３
日
（
日
）。

▼
申
込
＆
問
合
せ
先：三
浦
千
波
さ
ん（
Ｓ

50
卒
）。
〒
２
１
１-

０
０
３
５��

川
崎
市

中
原
区
井
田
２
の
15
の
50

電
話
（
０
４
４
）
７
９
７
・２
１
７
０

ま
た
は（
０
９
０
）６
６
５
７
・４
８
９
６

※
な
お
、
詳
細
は
申
込
み
締
切
り
後
、

各
出
展
（
出
演
）
者
に
ご
案
内
し
ま
す
。

 〈「
芸
術
祭
」
期
間
中
イ
ベ
ン
ト
〉

　

期
間
中
は
会
員
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
沢
山
で
す
。
待
ち
合
わ
せ
な
ど
に
も
便

利
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

2019白堊芸術祭

昨年の第16回大会は、天候にも恵まれ24�名が参加。
年次対抗戦はS40�年卒（細越博資、斎藤修、江尻伸、
小林昌彦）、個人戦は戸田純さん（S48�卒）が優勝した。

在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大
会

  〈2019 年度在京白堊会クラブ活動スケジュール〉
● 10月18 日㈮「在京白堊会ゴルフ大会」
�　（会場：ザ・ゴルフクラブ竜ヶ崎／茨城県龍ヶ崎市）�〈1面〉
● 12月2 日㈪ -7 日㈯「白堊芸術祭」
�　（会場：文房堂ギャラリー／千代田区神田神保町）�〈1面〉
     ※展示のほか、期間中のイベントが盛りだくさんです！
　　  詳細は本面右下をご参照下さい。
● 2020 年2月9 日 ㈰「歌の祭り」
　 （会場：「サウンドゾーンE♭」渋谷区恵比寿）� 〈4面〉
● 2020 年3 月「白堊メディカルクラブ総会」
　 （未定�※詳はHPやメールでご案内します）� 〈3面〉

●ル・サロン・ブラン（芸術鑑賞クラブ） 〈3面〉
　 （※計画中。HPやメールでご案内予定です）
 ※ご質問、お問い合わせは事務局 03-6404-6379へお気軽にどうぞ。

令
和
元
年
の
芸
術
祭
、12
月
第
一
週
に
ス
タ
ー
ト
！  

 

「
第
12
回
白
堊
芸
術
祭
」
12
月
２
日
■
〜
７
日
■ 

文
房
堂（
神
田
神
保
町
）
で

　

第
12
回
目
を
迎
え
た
令
和
時
代
幕
開
け
の「
白
堊
芸
術
祭
」は
、

作
品
展
示
に
加
え
、「
歌
の
祭
り
」
や
ミ
ニ・ラ
イ
ブ
、歌
唱
、朗
読
、

講
話
な
ど
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
年
末
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
ま
す
ま
す
ボ
ル
テ
ー
ジ
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ケ
ー
タ
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
で
夕
方
か
ら
同
期
会
を
開
催
す
る
年
次
も
。
ゆ
っ

た
り
く
つ
ろ
げ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
下
さ
い
。

白
山
通
り

　　 ●
救世軍

JR御茶ノ水駅

神保町駅A7出口

ABCマート

駿河台下
交差点

明治大学●

三省堂 ●

靖国通り

すずらん
通り

岩波  ●
ホール

●

文房堂ギャラリー
〒 101-0051　
千代田区神田神保町 1-21-1 
文房堂ビル 4 Ｆ
Tel: 03-5282-7941

（会場直通 : 会期中のみ使用可能）
Tel: 03-3291-3445

（ギャラリー事務所）
http://www.bumpodo.co.jp/
＊ギャラリーへはエレベーターを利用。
〈アクセス〉「神保町」駅（東京メト
ロ半蔵門線、都営三田線、新宿線）
A7 出口、徒歩 3分／JR「御茶ノ水」
駅 御茶ノ水橋口、徒歩10 分

月

土

　

申
込
み
締
切
り
は
９
月
30
日（
月
）

で
す
。
セ
ル
フ
も
選
択
で
き
ま
す
。

締
め
切
り
ま
で
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、今
す
ぐ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

〈
開
催
概
要
〉

▼
開
催
日
：
令
和
元
年
10
月
18
日
（
金
）

▼
会
場
：
ザ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎

▼
申
込
み
先
及
び
申
込
み
締
切
り
：

①
氏
名�

②
卒
業
年
次�

③
連
絡
先
住
所
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号�

④
チ
ー

ム
の
場
合
代
表
者
氏
名�

⑤
送
迎
バ
ス
利

用
の
有
無
を
明
記
の
上
、９
月
30
日
（
月
）

ま
で
に
郵
送
、メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
担

当
幹
事
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。（
先
着
順
）

10
月
18
日（
金
）
│
│

ザ・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎

　会場地図

▼
申
込
み
先
：
本
年
の
担
当
幹
事
：
細

越
博
資
さ
ん（
Ｓ
40
卒
）
①
郵
送
：
〒174-

0063���

板
橋
区
前
野
町3-1-1-221

②

メ
ー
ル：hirohosogoshi@

jcom
.hom

e.
ne.jp

③Tel&Fax

（03-6789-6151

）

※
実
施
要
項
等
、
詳
細
は
担
当
幹
事
か

ら
参
加
申
込
者
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

▼
12
月
５
日
（
木
）

「
歌
の
祭
り
」
14
：
00
〜
16
：
30

　
歌
の
祭
り
有
志
に
よ
る
ピ
ア
ノ
伴
奏

の
歌
唱
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

▼
12
月
６
日
（
金
）

「
盛
中
４
年
卒 

ダ
ダ
の
家
か
ら
」
14：00
〜
15
：00

戸
田
忠
佑
さ
ん
（
Ｓ
20
年
次
４
年
卒
）
に

よ
る
講
話
が
行
わ
れ
ま
す
。

「H
akua47

」ミ
ニ
・
ラ
イ
ブ
15：30
〜
16
：45

Ｓ
47
卒
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
演
奏
会
で
す
。

▼
12
月
７
日
（
土
）

白
堊
歌
会
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
「
宮
沢
賢
治
と
五

行
歌
の
朗
読
」
13
：
00
〜
14
：
00

野
口
田
鶴
子（
Ｓ
40
卒
）
さ
ん
に
よ
る
宮

沢
賢
治
の
朗
読
は
「
祭
の
晩
」
で
す
。

「
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
」
14
：
00
〜
15
：
00

玉
澤
健
児
さ
ん
（
Ｓ
43
卒
）
の
ギ
タ
ー
弾

き
語
り
で
す
。
弾
き
語
り
終
了
後
、
打

ち
上
げ
・
閉
幕
と
な
り
ま
す
。
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自
然
体
を
心
が
け
て

　
〜
全
世
代
が
気
軽
に
交
流
で
き
る
同
窓
会
に
〜

�

在
京
白
堊
会
会
長　

戸
田
　
純
（
Ｓ
48
卒
）

　

在
京
白
堊
会
会
長
と
し

て
、
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
無
事
一
年
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
の
総
会
は
、
特
別
な
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

総
会
本
来
の
目
的
で
あ
る
会
員
の

交
流
を
メ
イ
ン
と
し
た
楽
し
い
会

に
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
ク
ラ
ブ
活
動
は
そ
れ

ぞ
れ
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
在
京
白
堊
会

と
し
て
の

宿
命
の
課

題
「
若
い

会
員
の
参

加
」
に
つ

い
て
は
、

今
後
も
重

要
課
題
と

し
て
残
っ

て
お
り
ま

す
の
で
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
卒
業
の
年
代
で
は
、

卒
業
生
の
在
京
人
口
が
か
な
り
減

少
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
後
は
、

若
い
会
員
の
参
加
の
工
夫
と
、
少

な
い
会
員
数
な
り
に
充
実
し
た
、

自
然
体
で
の
在
京
白
堊
会
の
運
営

を
、
新
役
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ

心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
岩
手
県

出
身
の
ス
ー
パ
ー
球
児
が
世
界
で

活
躍
し
て
く
れ
て
、
嬉
し
い
限
り

で
す
。
盛
岡
一
高
に
も
、
救
世
主

が
現
れ
て
く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

会長メッセージ

2019 総会報告

2019在京白堊会�懇親会会場風景

戸田　純�会長（S48卒）國本　聡�副会長（S57卒） 三浦千波�副会長（S50卒）

藤井事務局長（S47卒）

  

親
睦
は
時
空
を
超
え
て　

　

令
和
元
年
5
月
11
日
（
土
）
日
暮
里
の
ホ

テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
に
て
、
第
51
回
在
京
白

堊
会
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
２
２
３

名
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
賓

と
し
て
、
盛
岡
一
高
の
佐
藤
有
校
長
と
、
白

堊
同
窓
会
の
藤
尾
善
一
会
長
、
林
晶
子
副
会
長
に

ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
親
睦
は
時
空
を
超
え
て
」
と
し
、

シ
ン
プ
ル
に
交
流
を
楽
し
む
と
い
う
主
旨
か
ら
、

全
員
着
席
形
式
と
し
、
あ
え
て
若
年
組
と
シ
ニ
ア

組
を
ペ
ア
リ
ン
グ
す
る
席
次
と
し
ま
し
た
。
い
つ

も
は
あ
ま
り
話
が
で
き
な
い
年
次
と
交
流
が
出
来
、

新
鮮
だ
っ
た
、
盛
り
上
が
っ
た
と
い
う
声
を
各
世

代
か
ら
い
た
だ
き
、
概
ね
好
評
で
し
た
が
、
立
食

形
式
の
ほ
う
が
自
由
に
移
動
し
て
交
流
し
や
す

か
っ
た
と
い
う
意
見
も
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後

の
課
題
で
す
。余
興
も
じ
ゃ
ん
け
ん
勝
ち
抜
き
ゲ
ー

ム
と
シ
ン
プ
ル
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
盛
況
で
し
た
。
ま
た
司
会
の
平
成
９
年
卒
の

黒
沼
晋
さ
ん
、
小
田
舞
子
さ
ん
の
軽
妙
な
リ
ー
ド

で
、卒
業
し
た
て
の
年
次
の
皆
さ
ん
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
で
き
た
の
も
有
意
義
で
し
た
。
参
加
い

た
だ
い
た
皆
様
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
回
は
、
暫
定
的
に
事
務
局
で
募
っ
た

有
志
メ
ン
バ
ー
が
幹
事
を
務
め
ま
し
た
。
至
ら
な

い
点
も
多
々
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
協
力

い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
の
総
会
は
、
令
和
２
年
5
月
16
日
（
土
）、

場
所
は
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
御
茶
ノ
水
）
で
開

催
の
予
定
で
す
。
50
歳
を
迎
え
る
昭
和
63
年
卒
業

の
皆
さ
ん
に
幹
事
を
快
諾
い
た
だ
い
て
お
り
、
す

で
に
準
備
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
来
年
の
総
会

で
皆
様
と
再
び
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。 

（
有
志
幹
事
一
同
）

  2019 在京白堊会総会集合写真
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在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ

故
郷
ゆ
か
り
の
お
店
ご
紹
介
下
さ
い

在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会

二
〇
二
〇
年
開
催
時
期
は
変
更
検
討
中

白
堊
歌
会

白
堊
芸
術
祭
期
間
中
、イ
ベ
ン
ト
二
つ

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

　

当
ク
ラ
ブ
で
の
主
な
活
動
は
、
年

１
回
の
講
演
会
・
総
会
（
3
月
、
東

京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
）
と
5
月
の
在

京
白
堊
会
総
会
に
健
康
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
開
設
し
て
会
員
の
お
悩
み
・

疑
問
に
対
応
す
る
こ
と
で
す
。

　

今
ま
で
健
康
相
談
は
懇
親
会
場

の
外
（
ホ
ワ
イ
エ
）
で
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
の
総
会
は
、
全
員
着

席
で
し
た
の
で
、
会
場
内
に
ブ
ー
ス

を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
例

年
「
健
康
相
談
」
の
看
板
は
Ａ
４
の

紙
１
枚
で
し
た
が
、
今
回
は
と
て
も

立
派
な
看
板
を
作
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
（
写
真
）。
写
真
の
人
物
は

昨
年
5
月
に
在
京
白
堊
会
副
会
長

に
な
っ
た
國
本 

聡
氏
（
Ｓ
57
卒 

在
京

白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
事
務
局
）
で

す
。
看
板
が
い
か
に
大
き
い
か
わ
か

る
と
思
い
ま
す
。
用
意
し
て
下
さ
っ

た
幹
事
団
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

そ
の
他
、
随
時
、
納
涼
会
や
新
年

会
な
ど
年
に
数
回
、
懇
親
会
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
私
が
店
を
選
択
す

る
際
に
は
、岩
手
県
に
関
連
し
た
店
、

出
来
れ
ば
盛
岡
一
高
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
所

縁
の
店
を
利
用
す
る
こ
と
を
念
頭

に
置
い
て
い
ま
す
。
過
去
に
行
っ
た

店
は
、
岩
手
屋
本
店
（
湯
島
）、
郷

酒
（Gauche

・
神
田
神
保
町
）、
イ
ー

ハ
ト
ー
ヴ
ォ
料
理　

銀
河
浪
漫
（
神

田
）、
南
部
ど
り
（
内
幸
町
、
閉
店
）、

漁
楽
洞
（
神
田
錦
町
、
閉
店
）
な
ど
。

こ
の
中
で
漁
楽
洞
は
私
と
同
期
（
Ｓ

58
卒
）
で
あ
る
松
橋
千
鶴
子
氏
が
経

営
し
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

今
年
の
２
月
末
に
閉
店
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
５
回
以
上
在

京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
の
会

合
を
開
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
気
軽
に
集
ま
れ
る
新
し
い

店
を
開
拓
中
で
す
が
、
よ
い
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

志
和
成
紀
（
Ｓ
58
卒
）

　

白
堊
歌
会
は
、「
白
堊
歌
会
Ｒ
Ｕ

Ｒ
Ｕ
」
と
い
う
名
称
の
ネ
ッ
ト
歌

会
を
３
年
ほ
ど
継
続
し
て
い
ま
す
。

会
員
も
増
え
ま
し
た
。
ま
た
ネ
ッ

ト
歌
会
の
掲
示
板
へ
の
投
稿
者
も

増
え
て
い
ま
す
。
年
間
５
回
に
及

ぶ
作
品
の
提
出
時
に
は
、
会
員
各

自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
相
互
鑑

賞
の
感
想
を
述
べ
合
い
、
作
品
作

成
の
糧
と
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
５
月
の
在
京
白
堊

会
総
会
開
催
日
の
午
前
中
に
、
会

場
内
の
喫
茶
室
で
「
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
を
行
っ
て
旧
交
を
暖
め
、
詩

作
に
つ
い
て
の
想
い
や
反
省
、
思

い
出
話
や
近
況
な
ど
多
彩
な
話
題

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

再
度
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
吟
行

歌
会
等
を
企
画
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
話
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

第
15
回
在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会

が
６
月
22
日
（
土
）
に
、
銀
座
の

「SUN-m
i

（
サ
ン
・
ミ
）
高
松
本
店
」

に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席

者
は
昨
年
と
同
じ
く
11
名
で
し
た
。

出
欠
の
返
信
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、

今
ま
で
ご
出
席
さ
れ
て
い
た
会
員

の
高
齢
化
で
体
調
の
お
も
わ
し
く

な
い
方
が
多
く
な
り
、
ま
た
時
期
的

に
大
人
の
休
日
倶
楽
部
パ
ス
の
期

間
に
あ
た
っ
て
い
る
た
め
か
、
他
の

会
合
と
重
な
っ
て
い
る
方
が
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

来
年
の
開
催
時
期
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
終
了
後
に
し
て
は
と
の
案
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
課
題
と
い
た

し
ま
す
。

　

今
年
は
特
別
に
ゲ
ス
ト
を
お
呼

び
し
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
記
念
撮

影
の
後
、
お
い
し
い
フ
ラ
ン
ス
料
理

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
出
席
者
の
近

況
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
三
浦
千
波
さ
ん
（
Ｓ
50
卒
）
と

渡
辺
達
子
さ
ん
（
Ｓ
41
卒
）
の
お
母

様
の
お
元
気
な
様
子
の
お
話
は
、
出

席
者
に
と
っ
て
、
と
て
も
心
強
い
も

の
で
し
た
。
お
二
人
と
も
90
代
と

の
こ
と
で
す
が
、
お
ひ
と
り
で
お
暮

し
だ
そ
う
で
す
。

　

来
年
も
ま
た
こ
の
会
で
会
え
る

こ
と
を
楽
し
み
に
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

　

 

戸
来
ソ
ウ
子
（
Ｓ
40
卒
）

総会会場に設けられた
「在京白堊メディカルコーナー」

第15回在京白堊レディス会（2019.6.22 銀座SUN-mi高松本店）

　

白
堊
芸
術
祭
へ
の
「
白
堊
歌
会
」

の
出
展
は
今
後
も
継
続
し
、
恒
例
行

事
と
し
て
、
今
年
も
芸
術
祭
最
終
日

の
12
月
７
日
（
土
）
に
は
野
口
田
鶴

子
さ
ん
（
Ｓ
40
卒
）
に
よ
る
「
五
行

歌
と
宮
沢
賢
治
の
朗
読
」
を
開
催
。

芸
術
祭
終
了
後
に
は
、
会
員
相
互
の

親
睦
会
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
白
堊
歌
会
の
特
別
企
画

と
し
て
12
月
６
日
（
金
）、
白
堊
芸

術
祭
会
場
で
戸
田
忠
佑
さ
ん
（
Ｓ
20

年
次
４
年
卒
）
の
お
話
の
会
を
開
催
し

ま
す
。
戸
田
さ
ん
は
昨
年
『Gook 

m
an

ノ
ー
ト　

卒
寿
か
ら
の
提
言
』

を
上
梓
さ
れ
ま
し
た
が
、
戦
時
中
の

学
徒
勤
労
動
員
、「
昭
和
20
年
次
４

年
卒
」（
そ
の
た
め
昭
和
21
年
の
卒
業

生
は
い
な
い
）
と
い
っ
た
貴
重
な
体

験
談
を
お
聴
き
で
き
る
は
ず
で
す
。

多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。　

 

白
堊
歌
会
代
表 

星 

邦
彦
（
Ｓ
34 

代
表
幹
事
）

毎回盛り上がる白堊歌会のオフミーティング（2019.5.11）

１２月6日、芸術祭でお話をされる
戸田忠佑さん（S20年次4年卒）

ル・サ
ロ
ン・ブ
ラ
ン
（
白
堊
芸
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ
）

白
堊
芸
術
祭
期
間
中
、イ
ベ
ン
ト
二
つ

　

白
堊
芸
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ
の
活
動
は

不
定
期
で
す
が
、
優
れ
た
芸
術
に
接

す
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
ク
ラ
ブ

で
す
。
イ
ベ
ン
ト
が
決
ま
り
次
第
、

公
式
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
ご
案
内
し
ま
す
。
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●
第
21
回
「
歌
の
祭
り
」
報
告

　

第
21
回
「
歌
の
祭
り
」
が
８
月

11
日
（
日
）
午
後
12
時
よ
り
笹
塚

ブ
ル
ー
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｓ
31
年
卒
か
ら
Ｓ
63
年
卒
ま
で
、

32
年
に
及
ぶ
年
齢
層
の
25
名
が
参

加
、シ
ャ
ン
ソ
ン
、カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
、

オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
、

演
歌
、
民
謡
ま
で
多
彩
な
曲
目
を

ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。
在
京

白
堊
会
の
戸
田
純
会
長（
Ｓ
48
卒)

、

岩
澤
新
治
さ
ん
（
Ｓ
45
卒
）
も
初
参

加
で
し
た
。

　

長
く
お
世
話
に
な
っ
た
会
場
の

ブ
ル
ー
テ
ィ
が
８
月
末
で
閉
店

令
和
元
年
度
在
京
白
堊
会
会
費
未
納

の
方
は
、
同
封
の
振
替
用
紙
に
て
年

会
費
２
，０
０
０
円
の
お
振
込
み
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
す
で

に
お
支
払
い
済
み
の
方
に
振
替
用
紙

が
届
き
ま
し
た
ら
、ご
容
赦
下
さ
い
。

お願い

「さよならブルーティ」と題して行われた第21回�歌の祭り（2019.8.11笹塚ブルーティ）

「
歌
の
祭
り
」参
加
者
募
集

▼
新
元
号
令
和
へ
の
移
行
は
、
在
京

白
堊
会
に
と
っ
て
も
よ
い
転
換
の
節

目
と
な
っ
た
。
Ｉ
Ｔ
社
会
、
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
と
な
っ
て
働
き
方
も
変
わ

れ
ば
、
と
う
ぜ
ん
同
窓
会
の
あ
り
方

も
変
わ
っ
て
く
る
。
在
京
白
堊
会
の

時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
能
力
の

　
　
編
集
後
記 

歌
の
祭
り

歌
は
世
代
を
超
え
、ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て

の
た
め
、
今
回
は
「
さ
よ
う
な
ら

ブ
ル
ー
テ
ィ
」
と
題
し
て
、
ピ
ア

ノ
の
関
か
ず
え
さ
ん
の
ソ
ロ
の
ス

テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
プ

ロ
の
声
楽
家
と
し
て
ご
活
躍
の
大

津
佐
知
子
（
Ｓ
63
卒
）
さ
ん
も
い
つ

も
な
が
ら
の
す
ば
ら
し
い
歌
唱
を

披
露
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

次
回
、
第
22
回
の
歌
の
祭
り
は
、

新
し
い
会
場
で
左
記
の
通
り
開
催

さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
下

さ
い
。

　
●
第
22
回
「
歌
の
祭
り
」

　〈
開
催
概
要
〉

日
時：２
０
２
０
年
２
月
９
日
（
日
）

受
付
開
始
：
11
時
30
分

開
演
：
12
時
〜
17
時

会
場
：
恵
比
寿
「
サ
ウ
ン
ド
ゾ
ー
ン

Ｅ
♭
」
渋
谷
区
恵
比
寿
３-

28-

12 

Ａ
Ｔ
Ｙ
ビ
ル
１
Ｆ 

電
話
：
０
３-

３
３
１
９-

２
６
４
９

会
費
：
５
千
円
以
内
（
軽
食
、
ド
リ

ン
ク
付
き
、
詳
細
未
定
）

エ
ン
ト
リ
ー
曲
数
：
１
人
２
曲
以
内

申
込
先
：
高
橋
利
宏
さ
ん
（
Ｓ
41
卒
）

〒174 -0064
板
橋
区
中
台
３-

27-
 Ｇ-　

８
０
１

電
話
０
９
０-
６
４
７
６-

７
１
０
９ 

M
ail: toshi.takahashi@

i.softbank.jp

申
込
締
切
：
２
０
２
０
年
１
月
10
日

　
●
白
堊
芸
術
祭
「
歌
の
祭
り
」

　〈
開
催
概
要
〉

日
時
：２
０
１
９
年
12
月
５
日
（
木
）

開
演
：
14
時
00
分
よ
り

会
場
：
文
房
堂
４
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

歌
の
祭
り
有
志
に
よ
る
ピ
ア
ノ
伴

奏
付
き
歌
唱
で
す
。こ
ち
ら
も
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
、

２
０
２
０
年
５
月
16
日（
土
）
開
催
の
総
会
で
演
奏
会
を
企
画

森
知
英
さ
ん 

東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
で
リ
サ
イ
タ
ル

　

森
知
英
さ
ん
が
今
秋
11
月
20
日

（
水
）、
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
リ
サ

イ
タ
ル
ホ
ー
ル
で
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ

（
Ｓ
63
卒
）

タ
ル
を
行
い
ま
す
。
19
時
開
演
。

前
売
３
千
円
（
全
席
自
由
）
で
す
。

と
こ
ろ
で
森
知
英
さ
ん
に
思
い
を

馳
せ
、シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
を
舞
台
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

人
気
ア
ニ
メ
『
ピ
ア
ノ
の
森
』
を

観
た
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

森
知
英
さ
ん
は
来
年
の
５
月
16
日

（
土
）
開
催
の
在
京
白
堊
会
総
会

で
仲
間
と
演
奏
会
を
企
画
を
し
て

い
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。

11
月
５
日（
火
）
ま
で
に
、
高
橋
さ
ん   

（
上
記
）
あ
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

み
や
こ
う
せ
い
さ
ん
の
写
真
集
が
今

年
、
ル
ー
マ
ニ
ア
で
２
冊
出
版
さ
れ
ま

し
た
。
１
冊
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
国
営
出

版
か
ら
人
と
人
と
の
関
わ
り
を
テ
ー
マ

み
や
こ
う
せ
い
さ
ん 

海
外
で
写
真
集
２
冊
出
版

（
Ｓ
31
卒
）

と
し
た
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
窓
』。
も
う
一
冊

は
ル
ー
マ
ニ
ア
北
西
部
の
都
市
ク
ル
ジ
ュ

の
出
版
社
か
ら
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
少
数
民

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
村
の
風
俗
、
習
慣
、
く
ら

し
を
38
年
が

か
り
で
撮
影

し
た
も
の
。

仏
・
伊
に
続

き
、
海
外
で

出
版
さ
れ
た

６
〜
７
冊
目

の
写
真
集
と

な
り
ま
す
。

『WINDOWS』（ユーラシアの窓／写真左）と
『TRANSYLVANIA,THE�TALE�OF�TALES』
問合せはceclmmr@r.email.ne.jp
みやこうせいさんへ。

みやこうせいさん（総会で／写真左）

高
さ
は
、
会
員
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の

場
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て

い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
大
き
な
変
化
が

あ
っ
て
も
必
ず
だ
れ
か
現
れ
て
繋
い

で
い
く
。
伝
統
の
底
力
だ
。
▼
今
年

の
総
会
は
50
歳
年
次
で
は
な
く
事
務

局
が
募
っ
た
有
志
メ
ン
バ
ー
が
幹
事

を
担
当
し
て
大
好
評
だ
っ
た
。
来
年

は
Ｓ
63
卒
の
50
歳
年
次
が
幹
事
と
な

る
が
、
従
来
に
戻
す
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
。
模
索
は
続
く
だ
ろ
う
。
が
、

ど
う
変
わ
ろ
う
と
白
堊
の
同
胞
を
信

じ
見
守
っ
て
欲
し
い
。
白
堊
の
精
神

は
必
ず
繋
が
っ
て
行
く
。（
Ｙ
）

有志メンバーが幹事となって開催された
令和新時代の2019在京白堊会総会。




